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中之島文書調査報告

深澤秋人

、中之島文書の所在

「＋島村文化財調査報告書（第二～四集）』には中之島文書が翻刻されている。刊行された当

時、中之島文書は鹿児島大学教育学部の桑波田興氏の研究室に存在した。「十島村文化財調査報

告書（第二集）」（一九八○年）の序文で、桑波田興氏が刊行にいたる経緯を述べている。

中之島文書が鹿児島大学教育学部に存在した理由は、一九七六年、鹿児島大学教育学部社会科

（当時）の斉藤毅氏が地理学科の夏期実習で十島村の中之島を訪れて中之島文書に接し、島の方

々と相談した上で鹿児島大学教育学部に借り受けたことによるものである。斉藤毅氏は一九七七

年に東京学芸大学に移ることになったため、桑波田興氏が所属する歴史学科に中之島文書の保管

を委託した。さらには、桑波田興氏が一九七八年度に卒業論文を指導した歴史学科の学生二名が、

卒業論文の材料として中之島文書を選び、漂着と年貢関係の文書の筆耕原稿を作成した。この原

稿がもとになって刊行されたのが「十島村文化財調査報告書（第二集）』である。「＋島村文化

財調査報告書（第三集）』（一九八一年）は学生の原稿とともに新たに筆耕した分を追加して刊

行された。『十島村文化財調査報告書（第四集）』（一九八二年）はさらに新たに筆耕した分を

追加して刊行されたものである。

「十島村文化財調査報告書（第四集）」が刊行された後、中之島文書は鹿児島大学教育学部か

ら十島村役場に返却され、十島村が所蔵している。なお、現在は保管上の問題もあり、鹿児島県

歴史資料センター黎明館で－時預かりとなっている。

二、中之島文書調査の概要

本科研の最終年度にあたる二○○三年度に鹿児島県歴史資料センター黎明館で二回にわたって

中之島文書の調査を行った。－回目は八月一九日から二二日まで、二回目は九月二日から四日ま

でである。二回目については、琉球大学大学院生の高良由加利氏が同行した。短期間の調査であ

り、以下の三点について確認などを行った。

①『十島村文化財調査報告書（第四集）』（以下『報告書」）巻末の目録と現存する史料と

の照合、目録に見える整理済みの史料二三三件が現存するかどうかの確認

＊二三三件のうち目録では一五二件が『報告書（第二集～四集）」に収録され、残りの八

一件は未収録とされる

②①の二三三件の史料以外に未整理の史料が存在するかどうかの確認
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③①の未収録の史料のデジタルカメラによる撮影

なお、今回の調査については、当初は以下のような内容を予定していた。

ア）「報告書（第二～三集）』に収録された琉球船の漂着関係史料（目録番号20,30,33）の

撮影

イ）ア）をもとにした「報告書」の校訂

ウ）ほかにも琉球船の漂着関係史料が存在するかどうかの確認

エ）琉球関係史料を中心とした仮目録の作成

ところが、ウ）については②のなかで行うことができたが、次に述べるようにア）イ）エ）に

ついては実施することができなかった。

三、中之島文書の現状

「報告書（第四集）」巻末の目録と現存する史料を照合した結果は以下の通りである。整理済

みの史料は二つの段ボールに入れられ保存されている。それぞれの史料には目録の番号が記され

たラベノレが付されている。二三三件のうち確認できた史料は目録番号37~233の一九七件である。

目録番号1~３６の三六件については、現在のところ所在を確認することができなかった。中之島文

書は十島村役場から鹿児島県歴史資料センター黎明館にすべて移送されているようである。三六

件のなかには琉球船の漂着関係史料三件すべてが含まれている。したがって、当初予定していた

琉球船の関係史料を中心とした調査は変更せざるを得なくなった。

所在を確認できない史料三六件のうち、目録上では二七件は『報告書（第二・三集）」に収録

されている。残りの九件については未収録である。したがって、計算上では、所在を確認するこ

とができた史料は、「報告書（第二～四集）」に収録された一五二件のうち一二五件、未収録の

史料八一件のうち七二件ということになる。未収録の史料のなかには、明治五（一八七二）年、

明治一二（一八七九）年に漂着した朝鮮船の関係史料も含まれる。

ところが、照合を進めるするなかで、目録では収録とされるが、実際には未収録のものが二件

（目録番号52,53）存在することがわかった。その一方で、目録では未収録とされるが、実際には

収録されているものが五件（目録番号154,180,181,203,205）存在することも判明した。これらを

まとめると以下のようになる。

類分
件
件
件

の
一
一
一
三

録
五
八
三

目
一

一一

確認できた史料

一二八件

六九件

一九七件

確認できない史料

二七件

九件

三六件

収録

未収録

合計

また、整理済みの史料二三三件のほかにも未整理の史料が存在することを確認できた。合わせ

蓋の木箱に保存され、蓋には「中之島文書」と書かれた紙が貼られていた。明治一○年代後半か
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ら明治三○年代のものが多く、明治一九（一八八六）年付けの地券がまとまって納められていた。

近世期の史料、琉球船の漂着関係史料を見いだすことはできなかった。これらは時期的には整理

済みの史料と重複することになる。整理済みの史料と同時に十島村役場から鹿児島県歴史資料セ

ンター黎明館へ移送されたとのことであるが、一九七六年段階で鹿児島大学教育学部に貸し出さ

れていたかどうか、どのような経緯で十島村役場に保管されていたのかなどについては不明であ

る。

四、目録番号と目次の史料番号の対照

ところで、「報告書（第四集）」巻末の目録と『報告書（第二～四集）」のそれぞれの目次と

では、タイトルが異なっている場合がある。また、目録では第二集から第四集の何れかに収録さ

れているかはわかるものの、史料番号は明記されていない。そのため、目録からすぐに史料にあ

たることができない。そこで、所在を確認することができた目録番号37~233の一九七件のなかで

も、『報告書（第二～四集）』に収録されている一二八件については、目録番号と目次の史料番

号の対照表を作成することを試みた。目録で収録、未収録の区別に誤記があった七件については

訂正し、どの史料が未収録なのかを確定した｡-調査の過程でメモを残してある,情報についてはで

きるだけ備考に反映させた。「報告書（第四集）』の目録番号には枝番号はないものの、実際に

史料に付されている目録番号のラベルに枝番号がある場合には枝番号を追記した。

●

《目録番号目録のタイトル／収録されている場合は目次の史料番号＊備考》

３７飛船往来日数證文明治三年／未収録

３８「萬書附留帳」明治四年（冊子）／四集史料①

３９「御番所造立並薔替二付御届書留帳」明治五年（冊子）／四集史料②

＊響は一宇ではなく筵付の二字か

４０「御年貢物取納帳」明治五年（冊子）／四集史料③

４１「中之島江朝鮮人破船一巻」明治五年（冊子）／四集史料④

４２－１．２「明細書」明治六年（冊子）／四集史料⑤

４３「朝鮮人破船二付諸所飛船差出帳」明治六年（冊子）／未収録

４４「中之島江朝鮮人破船二付諸御用留」明治六年（冊子）／二集史料⑦

４５「飛船差出書留」明治六年（冊子）／三集史料⑱

４６「朝鮮人破船之節代艮相渡帳」明治六年（冊子）／四集史料⑥

＊艮は銭の誤りか

４７「飛船差出書留」明治六年（冊子）／四集史料⑦

４８飛船差出書明治六年（冊子）／未収録

＊４４（二集史料⑦）の冒頭部分

４９飛船差出書明治六年（冊子）／未収録
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５０朝鮮人破船二付諸御用留明治六年（冊子）／未収録

５１飛船差出書明治六年（冊子）／未収録

５２「中之嶋江朝鮮人破船之節中之嶋井口之島平嶋悪石嶋御用心米本佛帳」明治

／未収録

＊目録では二集に収録とされるが実際には未収録

５３「中之嶋江屯硫黄申請願書」明治六年（冊子）／未収録

＊目録では三集に収録とされるが実際には未収録

５４「御用留」明治八年（冊子）／二集史料⑨

５５「萬覚帳」明治八年（冊子）／四集史料⑧

５６「亥年御年貢取納帳」明治八年（冊子）／二集史料⑱

５７「上納手篭出井節預ケ人数留」明治人年九年（冊子）／四集史料⑨

５８「縣驍御用封」明治八年（冊子）／四集史料⑩

５９非常用心米に関する通達明治人年／四集史料⑪

６０非常用心米預覚明治八年（冊子）／未収録

６１「当子上納下節取集帳」明治九年／二集史料⑲

６２「遠島人引付留」明治九年（冊子）／二集史料⑧

６３徳之島船破船届明治九年（冊子）／四集史料⑫

６４「当丑年下節取集帳」明治十年（冊子）／四集史料⑬

６５「当寅年下節取集帳」明治十一年（冊子）／二集史料⑳

６６「暴風二付倒家之御届書」明治十一年（冊子）／二集史料⑩

＊表紙の「暴風二付倒家之御届書」を消して「暴風二付御救助米之願」とする

６７「徴兵届留」明治十一年（冊子）／未収録

＊表紙に「徴兵届留臥蛇島」とあり

６８暴風二付御救助米之願明治十一年（冊子）／四集史料⑭

６９非常米佛捨之願明治十一年（冊子）／未収録

＊裏文書あり、「朝鮮人非常米」と見える

７０－１～５，６９（７０力）－６諸御用飛船往来二付賃銭御下渡願（冊子）

⑮

＊７０－５は四集⑭から脱、裏文書あり、撮影済み

７１諸御用二付飛船往来賃銭御下渡願（冊子）／四集史料⑯

＊７１とは別個に目録番号のラベルを７０から７１に訂正した史料あり、７１

能性あり、撮影済み

７２出生死亡員数届留明治十一年／四集史料⑰

７３薩隈両国明治十一年分諸石代假相場／四集史料⑱

＊隈は隅の誤りか

７４上縣旅費申請書明治十一年／四集史料⑲

明治六年（冊子）

／四集史料

1の案文の可
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７５太政官布告第二十号明治十一年／四集史料⑳

７６内務卿通達甲第二一号明治十一年／四集史料２１

７７船舶に関する鹿児島県令通達明治十一年／未収録

７８民費賦課假方法二関する県令通達明治十一年／四集史料２２

７９－１～１６飛船往来日数証文受取書明治十一年／四集史料２３

＊封筒に入れられる

８０「朝鮮人介抱方二付諸品取集帳」明治十二年（冊子）／未収録

８１「朝鮮人方米打之人数留」明治十二年（冊子）／四集史料２４

８２「朝鮮人漂着二付諸入費割付帳」明治十二年（冊子）／四集史料２５

８３「朝鮮人破船二付諸入費金渡帳」明治十二年（冊子）／未収録

８４「朝鮮人弐拾名漂着二付諸費計算書」明治十二年（冊子）／四集史料２６

８５朝鮮人破船二付諸費申請明治十二年（冊子）／四集史料２７

８６－１．２朝鮮人破船=付人夫賃銭御下渡願書明治十二年（冊子）／四集史料２８

８７朝鮮人送り状明治十二年／四集史料２９

８８中之島外二島戸長役場経費御下渡之願明治十二年／四集史料３０

８９「卯之年下節煎取集帳」明治十二年（冊子）／二集史料２１

９０「種子油配分帳」明治十三年（冊子）／未収録

９１大島へ稼方約定書明治十四年／四集史料３１

９２雇船人夫賃下渡願明治十四年／四集史料３２

９３「金銭留附帳」明治十五年（冊子）／四集史料３３

９４「漂着者介抱方二付品々取集」明治十五年（冊子）／未収録

９５破船二付救助方ノ入費請求書明治十五年／四集史料３４

９６１１頂幸丸破船届明治十五年（冊子）／四集史料３５

９７統計（山岳・原野・河川・戸数・人員その他口之島外二島）明治十五年（冊子）／

集史料３６

９８硫黄採収に関する約定証明拾十六年／四集史料３７

９９「備荒儲蓄米配分帳」明治十六年（冊子）／四集史料３８

１００約定書為取換一札之事（硫黄）明治十六年／四集史料３９

１０１硫黄運賃約定書明治十六年／四集史料４０

１０２儲品預証明治十六年／未収録

１０３「野取帳」明治十七年（冊子）／未収録

１０４「野取帳」明治十七年（冊子）／未収録

１０５「野取帳」明治十七年（冊子）／未収録

１０６備米入札佛下申請明治十七年／四集史料４１

１０７船買入方約定明治十七年／四集史料４２

１０８借用証（亀油）明治十七年／四集史料４３

／四
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１０９硫黄方覚書明治十七年／四集史料４４

１１０硫黄方分配約定書明治十七年／四集史料４５

１１１硫黄方飯米借用証書明治十七年／四集史料４６

１１２硫黄積出高覚明治十七年／四集史料４７

１１３全員書立明治十七年／未収録

１１４「野取帳」明治十八年（冊子）／末収録

１１５「野取帳（悪石島）」明治十八年（冊子）／未収録

１１６硫黄方諸覚書明治十八年／四集史料４８

１１７諸税覚書明治十八年／四集史料４９

１１８十九年大島行飯米井味噌取集（冊子）／四集史料５０

１１９地方税預り証明治十九年／四集史料５１

１２０硫黄採掘約定証明治十九年／四集史料５２

１２１硫黄代内金受取書明治二十年／四集史料５３

１２２硫黄借用証明拾二十年／四集史料５４

１２３諸品覚書明治二二年／未収録

１２４借用証明治二十二年／四集史料５５

１２５材木盗伐一件覚書明治二十三年／四集史料５６

１２６硫黄代残金借用証明治二十三年／四集史料５７

１２７硫黄製造高覚明治二十三年／四集史料５８

１２８材木売却約定書明治二十三年／四集史料５９

１２９「真米井白米入目小佛帳」明治二十四年（冊子）／四集史料６０

１３０「朝鮮人方番付順番帳」明治二十四年（冊子）／未収録

１３１「朝鮮人方木屋造人数留」明治二十四年（冊子）／四集史料６１

１３２「朝鮮人漂着記」明治二十四年（冊子）／二集史料⑪

１３３朝鮮人漂着二付入費明細書明治二十四年／四集史料６２

１３４材木売却書明治二十四年／四集史料６３

＊１４６と綴られる

１３５中之島近海漁方約定証明治二十四年／四集史料６４

１３６朝鮮人漂着二付入費下附申請書明治二十四年（冊子）／四集１３６朝鮮人漂着二付入費下附甲請書明治二十四年（冊子）／四集史料６

１３７書翰（松田平吉より中之島世話人）明治二十五年／未収録

１３８諸税預り証明治二十五年／四集史料６７

＊用紙の版心に「川辺郡□（戸力）長役場」、ほかに「中之島外戸長之印」

１３９開墾事業約定証明治二十六年（冊子）／四集史料６６

１４０硫黄運賃確証明治二十六年／四集史料６８

１４１硫黄方借用証明治二十六年／四集史料６９

１４２船造立費引請書明治二十六年／四集史料７０

５

が捺される
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１４３－１．２広告紙明治二十七年／未収録

１４４「税金納帳」明治二十八年（冊子）／四集史料７１

１４５「諸品代金請取帳」明治二十九年（冊子）／四集史料７２

１４６材木代領収証明治二十九年／四集史料７３

＊１３４と綴られる

１４７材木代領収証明治二十九年／四集史料７４

１４８共有金収支書明治三＋年（冊子）／四集史料７５

１４９明治廿九年分共有金収支決算書明治三十年（冊子）／四集史料７６

１５０薪・地・寺代受取書留明治三十年／四集史料７７

１５１廿九年度医師巡廻投薬代覚書明治三十年（冊子）／四集史料７８

＊用紙の版心に「川辺郡中之島外九島役場」

１５２共有金取扱二関スル定約証（同三冊）明治三十年（冊子）／四集史料７９

１５３「地所契約交換書」明治三十一年（冊子）／四集史料８０

１５４官有地引戻方申請伝名帳明治三十一年（冊子）／四集史料８１

＊目録では未収録とされる

１５５統計（船税・農水産物・輸出入品その他）（冊子）／四集史料８２

＊用紙の版心に「川辺郡中之島外九島役場」

１５６－１～３１諸買物覚書明治三十一～三十二年／未収録

＊封筒に入れられる

１５７諸代金覚書明治三十一年／四集史料８３

１５８三一年度船子其他税書立（二人分）／四集史料８４

１５９三一年度税書立（三人分）／未収録

１６０運賃・読本代領収証／四集史料８５

１６１書翰（黒島日高福助より中之島世話人）／未収録

＊差出は黒島の日高福助、受取は中之島世話人四人

１６２「船中飯米受取帳」明治三十二年（冊子）／四集史料８６

１６３世話人俸給納書／四集史料８７

１６４－１．２統計（農水産物・輸出入品・税金・人口）明治三十二年（冊子）／四集史

料８８，二集史料⑫

１６５官有山林原野下戻申請委任状明治三十二年／四集史料８９

１６６－１～３「明治廿二年分共有金収支決算書」「中之島諸共有井二小学校方小佛帳」そ

の他領収書（冊子）／未収録

１６７モヂ代請取証明治三十二年／四集史料９０

１６８統計（農水産物・輸出入品その他）明治三十三年（冊子）／四集史料９１

１６９諸品仕払覚明治三十三年／未収録

１７０農事組合規約（同二冊）明治三十三年（冊子）／四集史料９３
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1７１鰹節製造御認可願明治三十四年（冊子）／四集史料９２

１７２「共有金請取高」明治三十五年（冊子）／四集史料９４

＊鹿児島上立馬場通千代屋製の原稿用紙を使用

１７３学校方及登り入目料書立明治三十五年（冊子）／四集史料９５

１７４「中ノ嶋所一切一切仕佛帳」明治三十六年（冊子）／四集史料９６

１７５「参拾六年度分現金受取本」明治三十六年（冊子）／四集史料９７

１７６賃金書立明治三十六年／未収録

１７７蕊樽代配分覚書明治三十七年／未収録

１７８共有地益分配明細書その他明治三十七年（冊子）／未収録

１７９世九年春登ノ節仕払明細／未収録

＊世は世の誤りか

１８０共有金支払覚書明治三十八年／四集史料９８

＊目録では未収録とされる

１８１米運賃書立明治四十年／四集史料９９

＊目録では未収録とされる

１８２帆代金領収証／四集史料１０２

１８３ムシロ代受取証明治四十一年／四集史料１００

１８４現金入金受取証明治四十二年（冊子）／四集史料１０１

１８５明治四二年度村会議員送別会酒代書立／未収録

１８６登り之節諸品預覚明治四十三年（冊子）／四集史料１０３

１８７諸品代明細書明治四十二年～四十三年（冊子）／四集史料１０４

１８８「現金支佛帳」明治四十五年（冊子）／四集史料１０５

１８９大正八年度民山材木調へ／未収録

１９０「中之島一島共有士地及山林取締規約」大正十年（冊子）／四集史料１９０ｌ中之島一島共有土地及山林取締規約」大正十年（冊子）／四集史料１０６

＊□（鮫力）島紙店製の原稿用紙を使用

１９１共有金受入書立大正十三年／四集史料１０７

１９２「金銭支佛上表」昭和四年（冊子）／四集史料１０８

１９３「金銭出入表」昭和四年（冊子）／四集史料１０９

１９４「現金収入表及ピ決算表」昭和五年度（冊子）／四集史料１１０

＊鹿児島市大重紙店製の原稿用紙を使用

１９５「現金在高及ピ貯金現在出資証券」昭和六年（冊子）／四集史料１１１

＊鹿児島市大重紙店製の原稿用紙を使用

１９６－１～３４板垣氏宛書翰／未収録

＊封筒に入れられる

１９７「鹿児島県鉱泉分析一覧表」（冊子）／未収録

１９８区戸長に関する諸規定（冊子）／四集史料１１２
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１９９地券帳／四集史料１１３

２００登りの節鰹節預り覚え／未収録

２０１登りの節諸産物預り覚え／未収録

２０２領収証／未収録

２０３領収証／四集史料１１４

＊目録では末収録とされる

２０４種子物渡シ覚／未収録

２０５預り証／四集史料１１５

＊目録では末収録とされる

２０６賃金書立／未収録

２０７領収証／四集史料１１６

＊五件綴じられるも四件のみ収録､残り一件は撮影済み､末収録のものには森山店の印(｢鹿

児島市」「朝日通」？）あり、収録されている史料にも金伊商店の印（「鹿児島市小)|’

町海岸く屋号〉船具商金伊商店」）あり

２０８領収証／未収録

２０９請取証／四集史料１１７

２１０船税書立／未収録

２１１蕊代金渡し証／未収録

２１２朝鮮人登ノ時苫壱枚ツ々差出人覚／未収録

２１３地名書立／未収録

２１４書翰（森田平人より日高・白木）／未収録

２１５約定書（証の誤り）書／四集史料１１９

＊目次では史料番号脱、四集二四一頁にはあり

２１６書翰（松田平吉より寺田甚之助）／未収録

２１７書翰／未収録

２１８書翰／未収録

２１９領収証／未収録

２２０受取証／未収録

２２１石炭油代受取／未収録

２２２鰹漁占／未収録

２２３荷物受取書／未収録

２２４某金書立／未収録

２２５某名前書立／未収録

２２６「現金受取証」大正五年（表紙のみ）／未収録

２２７飯米代書立／未収録

２２８拝借米延期願（－枚）／未収録
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＊近世期のものか、「御勘定所」「午六月」と見える

２２９口上覚（破船）（一枚）／未収録

＊二集史料④の六三～四頁に収録されている「口上覚」と同文（断簡）

２３０御用船繰替願（－枚）／未収録

＊近世期のものか、「三嶋方宛」「親盛丸」「大嶋御用船」と見える

２３１書翰包紙／未収録

２３２書翰包紙／未収録

２３３断片赤罫紙（一八四戻分）／未収録

【付記】二○○三年八月・九月の中之島文書調査では、十島村教育委員会、鹿児島県歴史資料セ

ンター黎明館学芸課、鹿児島県歴史資料センター黎明館調査史料室の方々に多大な便宜をはかっ

ていただいた。なかでも十島村教育委員会教育長日高幸男氏、鹿児島県歴史資料センター黎明館

学芸課課長山下廣幸氏、学芸課学芸調査係長肱岡隆夫氏、学芸調査係内倉昭文氏、吉満庄司氏、

調査史料室室長徳永和喜氏、学芸課企画資料係長川野和昭氏には大変お世話になった。記して謝

意を述べたい。

(ふかざわあきと沖縄国際大学非常勤講師）
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